
技術概要
　室温から 200℃で、無加湿で作動する低・中
温型燃料電池は、エネルギー変換効率の向上、
白金触媒の被毒低減等の点で注目されている。
これに対応できる新しい電解質の開発が鍵と
なっている。

背景・従来技術
　固体高分子膜やゾルゲル法ガラスなど、プロ
トンが水を介して移動する機構を利用する燃料
電池用電解質では、中温域での水の蒸発を防ぐ
ための高圧容器が必要となるなど、数多くの対
策が必要である。また、リン酸を利用するタイ
プでは、リン酸の揮発の問題もある。

特徴
　当研究室では、燃料電池用電解質に適用可能
な、中温域、無加湿で高いプロトン伝導性を示
し、長期安定性、成形性に優れた有機無機ハイ
ブリッド／ナノ複合材料を開発した。併せて、
これを極めて容易に、かつ安価に合成できる方
法を開発した。

実用化イメージ
　家庭用固定電源での使用、薄膜化による超小
型燃料電池、など。
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・電解質としての実用化研究
・MEA作製技術の検討

・燃料電池評価装置
・電子顕微鏡
・赤外分光器

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　燃料電池特性については、ＭＥＡ作製技術の詳細な検討により大幅な向上が期待できると考えて
います。
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